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土木研究所 自然共生研究センター

水環境研究グループ

岐阜県 各務原市 （木曽川流域）
実験河川 800m×3本

①大河川 ②中小河川 ③ダム ④情報発信

氾濫原環境の
劣化機構の解
明と保全手法
に関する研究

中小河川の多
自然川づくり
に関する研究

ダム下流域の
環境評価と改
善手法に関す
る研究

河川環境の
効果的な情報
発信手法に関
する研究

4つの大きな軸

河川環境に特化した研究を実施

自然共生研究センター 水質チーム河川生態チーム



河川横断工作物は、魚類などの遡上の妨げとなる

河川横断工作物の課題

【ダム、頭首工、堰堤、床固めなど】

 魚道設置
 工作物自体の撤去

 水面落差が大きいほど
対策費は膨大に

 財政難により、
ほとんどが放置状態

対策としては

しかしながら
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河川横断工作物の対策

近年、中小河川でも、小さな自然再生として、河川横断
工作物に手作り魚道 (鋼製、コンクリート製、木製など)
の設置事例が増加

滋賀県家棟川
小さな自然再生ＨＰより

 洪水時のメンテナンスなどが必要
（流出させない、土砂堆積の解消など）

 いずれの手作り魚道も河川横断工作物自体を削
るなど本体を施工する事例がほとんどない。

岐阜県武儀川

改善余地あり！

ヤムネガワ
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本研究の目的

概ね水面落差2m以内の河川横断工作物で、
より効率的・低コスト・メンテナンスフリー

に魚介類の遡上を実現

魚道設置、工作物撤去に続く、
新たな遡上方法の提案

工作物自体を掘削して遡上させる
「切欠き魚道」の開発を実施

（検討）
既設の河川横断工作物に切欠きを入れる工事方法の案出
（安全性確保・メンテナンスフリー）

（実践）
仙台市広瀬川の支川である竜の口渓谷の堰堤



仙台市民の散策コース（仙台駅から約3km）

仙台城の外濠の役目

竜の口渓谷 堰堤 位置図（仙台市）

竜の口渓谷堰堤

広瀬川

仙台駅

仙台城
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竜の口渓谷堰堤

 2段構造で水面落差約2.4m

 流量は常時少なく、堰堤全体を薄い水深で流下するのみ

 増水時以外に魚介類の遡上はほとんど出来ない。
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切欠き魚道の課題検討①

（課題検討①）
工作物の構造上の安全性を確保し、効率的な遡上・メンテナ
ンスフリーを実現するには、どのような形状が望ましいか

切欠き案を採用！

土石・流木 流 水 評価

穴をあける 詰まると終わり 集中すると大きな流速 ×

切欠き（スリット） 貯まるが流下する スリットで余水吐き 〇

切欠き魚道の実施にあたり２つの課題

ただし、切欠きの形状（大きさ・深さ）は現場ごとの検討が必要である。
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切欠き魚道の課題検討②

（課題検討②）
工作物の管理者から許可を得る必要がある

 仙台市と土木研究所で
この周辺における魚道
を含む多自然川づくり
に関する研究の覚書を
締結

 これにより、仙台市の
全面的な支援による魚
道整備が実現

締結した覚書

切欠き魚道の実施にあたり２つの課題
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竜の口渓谷堰堤における切欠き形状の検討

 堰堤1段目（下流側）の
部材厚は最薄個所で約
50cmしかない
→部材厚を半分以下残す
20cm程度の水路

 2段目（上流側）の中央
部を高さ1.0mの逆台形に
して連結

切欠き魚道の実践

 魚介類を遡上しやすくするため、切欠きをなるべく深く
して水面落差を減少させる必要

 切欠きだけでは水面落差が依然として約1.2m残った



11

切欠き魚道の実践

切欠き魚道

ふとんかご

イメージ縦断図

下流側にふとんかごを設置

土砂を貯めて水面落差を減少させる工夫を考案
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切欠き魚道の実践

工事中（令和元年11月27-30日）



切欠き魚道の実践
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切欠き魚道の実践
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切欠き魚道の実践

オーバーハング

粗石配置
床面粗削り

曲面仕上げ



アユ ヤマメ

サクラマス モクズガニ

遡上が期待される主な魚介類



アウトリーチ活動



アウトリーチ活動

土木研究所

林田寿文さん
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切欠き魚道の実践
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切欠き魚道の適用

下流の水位がある程度確保できる堰堤であれば、
切欠き魚道を設置するだけで、水生生物の遡上を実現させることが出来る

全国各地にこのような横断工作物はたくさんある

切欠き魚道
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切欠き魚道 まとめ

① 切欠き魚道とは
 既設の河川横断工作物に切欠き魚道を設置す
ることで、魚介類を遡上（通過）させること
が可能

② どのような場合に役立つか
 安価で設置可能なので、財政難な自治体など
でも生物多様性の保全に寄与

③
今までの技術と比べて
何が優れているか

 大規模魚道と比べ、大幅なコスト縮減を実現
 簡易魚道と違って、洪水で魚道が流出しない
 土砂が貯まりづらくメンテナンスフリー実現
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切欠き魚道 まとめ

④ どんな現場で使用できるか
 水面落差約2m程度までの小型河川横断工作物
（床止め、堰など）に設置が可能

⑤ 誰が使えるか
 工作物を所有する行政の施工を想定
 もちろん、市民団体やNPOなども設置可能

⑥
どのように使うか【重要】
（留意事項）

 工作物本体を掘削することによる工作物自体
やブロック護岸の安全性確認が必要

 工作物の所有者の許可が必要

⑦ コストはどのくらい
 掘削機械を購入（10万円程度）で施工が可能
 工事発注で数十万円程度

⑧
どうすれば
使うことができるか

 施工許可は不要（ただし、相談はいつでも自
然共生研究センターで承ります）

⑨ お願いしたいこと
 安価で手軽に施工が可能
 全国各地で施工して河川環境の維持に貢献

⑩ 補足事項
 切欠きにより、上流側の河床高が下がり、治
水安全度が向上を見込める場合もある

 新規建設の横断工作物に切欠き魚道設置
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